

















































A Study on the Community Supporting Life of
Living-alone Elderly People
―A Case Study on “M Living-alone Elderly People’s Luncheon”(1)―
加藤玲子＊，古川惠子＊，本間俊雄＊＊









































市全体 604,133 126,977 21.0
１丁目 3,771 791 21.0
２丁目 2,853 795 27.9






































































































































































































































































通院距離 近距離 中距離 遠距離
内科
通院人数 21 3 7
頻度
1/月：10人 2/月：2人 1/月：5人










通院人数 6 4 8
頻度
1/月： 3人 1/月：2人 1/月：3人










通院人数 7 5 1













通院人数 5 3 4
頻度
2/月： 1人 1/月：1人 1/月：3人






















































































































会 計 画 系 論 文 集、No.568，pp.77-84, 
2003.6
７）古川惠子・友清貴和：農村地域の高齢
者福祉を視野に入れた交際関係の分
布、農村計画論文集 第３集，pp.145-
150, 2001.12
８）古川惠子・友清貴和：高齢者をとりま
くコミュニティの実態（鹿児島県笠沙
町の事例）その３―ひとり暮らしの高
齢者の人的交流と生活行動―、日本建
築学会九州支部研究報告、第40号，
pp.77-84, 2001.3
９）南日本新聞・2011.11.8「町内会の加入
率が最低」「ひとりの時代―鹿児島で
生きる」
10）上野千鶴子：ケアの社会学―当事者主
権の福祉社会へ―、太田出版、p.246, 
2011.8
（平成24年１月４日　受理）

